
広報ふじおか　令和７年９月号広報ふじおか　令和７年９月号3 2

～地震・水害から身を守ろう～

　防災は、一人一人が自分の身を守る「自
助」が基本となります。地震が発生したと
き、どのように行動すれば身の安全を守れ
るかを知っておきましょう。平常時から、
家の中での安全対策や家庭内備蓄を進める
ことで家族の身を守ることにつながります。
地震発生時は次の物には近づかない
▷ブロック塀、自動販売機など倒れそうな物
▷看板やビル、住宅といった建物のガラス
施設などでの行動
▷係員の指示に従い、出口などに殺到しない
▷天井につられている物から離れる

共通して心がけること

ガラスには飛散
防止フィルムを

バンドなどで固定し
耐震用ゲルマットを
敷き転倒を防止

金具で固定

引き戸に留め金具

家の中の安全対策
▷ 家具の転倒防止のため、「Ｌ字金具」や「滑り
止めシート」で固定する

▷家具などの上に物を置かない
▷ガラスの飛び散りを「飛散防止フィルム」な
　どで防止する

　防災の日は、関東大震災（大正12年９月１日発災）に由来し制定されました。近年は、東日本大震災や
能登半島地震などの大きな地震が発生しているほか、異常気象による大規模な水害も発生しています。
今一度身の回りの防災対策を見直してみましょう。

問い合わせ　地域安全課（☎㉒7444）

　救援物資が届くにはおおむね３日かかるといわれています。食料と飲料水は最低３日分、できれ
ば１週間分以上を確保し、非常時の持ち出し品は必要最低限な物にしてリュックサックなどにまとめ、
すぐに取り出せる場所に保管しておきましょう。
▷家族の役割分担も考えて、１人１つの非常時持ち出し袋を用意しましょう
▷非常時持ち出し品は高齢者や乳幼児などの家族構成に合わせて必要なものを加えておきましょう。
　また、保存状態や使用（消費・賞味）期限などを定期的に点検し、必要に応じて交換しましょう

非常食品
□栄養補助食品
□レトルト食品・缶詰・カップ麺・フリーズ
　ドライ食品
□米（無洗米）、レトルトご飯
□飲料水（大人１人で1日３ℓが目安）

生活用品
□厚手の手袋・軍手、毛布
□携帯トイレ、簡易トイレ
□ライター・マッチ
□ポリ袋
□ラップ・アルミホイル
□ティッシュペーパー・トイレットペーパー
□水のいらないシャンプー・歯ブラシ
□ボディシート

衣料品
□下着・靴下・長袖シャツ・長ズボン
□防寒用ジャケット・雨具

燃料類
□カセットコンロ・カセットボンベ
□乾電池・モバイルバッテリー
□ポータブル電源

□懐中電灯・LEDランタン
□携帯ラジオ（手動充電式が便利）

衛生用品
□救急セット
□マスク（不織布など多めに）
□常備薬・お薬手帳
□アルコール消毒液・ウエットティッシュ
□生理用品

備蓄品は最低でも３日分を用意！

乳幼児
□粉ミルク・乳児用液体ミルク
□紙おむつ・お尻ふき
□母子健康手帳・診察券

高齢者
□持病の薬
□柔らかい非常食
□入れ歯（洗浄剤）・補聴器

ペット
□ペットフード・ペット用のトイレ用品

発生する災害の種類によって立ち退き避難が必要な場合には、市が指定する避難場所や避難所、
安全な場所にある親戚や知人宅に避難しましょう。また、ハザードマップで自宅が安全だと判断で
きる場合は、自宅にとどまることも考えてみましょう。

緊急時は普段より危険が多く、避難時に怪我をした場合、助けが来るまでに時間がかかるため、
単独での避難は非常に危険です。緊急時に動く時には、早めに複数人で行動しましょう。

避難に時間を要する高齢者などは避難情報などに注意し、早めの避難を心がけ、落ち着いて行動
しましょう。

風水害

　梅雨時期や台風シーズン
など、洪水が起こりやすい
時期には、テレビ・ラジオ・
新聞の天気予報をよく確認
し、天気の移り変わりに気
を付けましょう。
　大雨に関する警報や注意
報をふじおかほっとメール
で配信しているので、登録
をお願いします。

　家の周りに吹き飛ばされ
そうなものはないか、雨戸
や瓦、雨どいなどは傷んで
いないかを確認しておきま
しょう。また、家の前の排
水溝が詰まったりしていな
いかなどの確認も必要です。
　普段からの確認と整備が、
被害を最小限にくい止める
ことにつながります。

　川の増水は、上流の大雨
によって引き起こされる河
川の急激な水位上昇現象で、
短時間のうちに一気に危険
な状態になります。
　気象庁が発令する気象警
報や注意報は、川の状態や
その地域が危険な状態であ
ることを示しているので、
気象情報には注意しましょう。

　近年、梅雨前線の活発化や台風の接近・上陸、ゲリラ
豪雨の発生により水害が多発しています。被害に備える
ための方法を身につけましょう。

１ ２ ３天気予報や気象状況を
確認する

大雨や台風に備えて
家の周りを確認する

気象庁からの
気象情報に注意する

避難場所や避難方法を確認しておく

避難時は早めに、みんなと一緒に行動する

高齢者などは早めに避難し、落ち着いて行動する 地震

　備蓄品の一例

　家族構成に応じて必要な物


